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してしまったけれど、幸いにして命の方は別条なかった、そういう
事件は結構あるんですね。少年院でも、そういう子たちがそこそ
こいていまして。
　ある子も、殺したいと思って刺して、幸い亡くならなくて。その
子が何年か少年院にいたんですけれども、出る前になって、「ま
だ殺したい気持ちが消えません」っていうふうに、ぽろっと言って。
そのときに、もう何年もかけて、被害者の気持ちとか、いろいろ
な反省のことを教育してきているはずなんですけれど、やはり殺
したいという気持ちは消えないんですよね。
　そういうときにどうしたかというと、やはりこの課題（「『数える』
記号さがし」）をひたすらやらせたり、要は、そういう気持ちは消
えないというのを、消すように努力をもちろんしてほしいんですけ
れど、それと同時に、もし刺そうと、殺したいと思ったときに、ブ
レーキをかけなさいということで、ひたすらこの課題をやらせまし
た。ブレーキをかけるトレーニングってなかなかないんですよ。
　というところで、学校なんかでなかなかブレーキがかけられな
い子がいたら、この辺りの課題をだいたい週１回、７～８回ぐらい
やったらかなりできるようになりますので、結構効果が出てくると
思います。

〈課題〉見つける：「さがし算」
　あとですね。「さがし算」という課題です。これは、いま３＋８
は11、４＋７は11って、一方向の計算ですけれど、□の中にある
数字をみて、たて、よこ、ななめのとなりあった２つの数字を足
すと11になるものを探すという問題です。このように２つの数字
を足すと11になるのが、丸で囲んだように３つありますとか。

〈課題〉写す：「点つなぎ」
　次の課題ですが、「点つなぎ」というものです。この課題をす
るだけでもかなり見る力が付いてきます。特徴的なのは、右にあ
る２つの課題ですが、「くるくる星座」っていうものなんですけれど。
上に描かれた星座を、下にある◯の中の点をつないで、写すんで
すけれど、描き写すと下の星座はくるっと回転するんですね。よく
見てください。上の点の星の位置と下の点の星の位置が、違うん

です。これらの位置関係を頭の中で入れ替えながら写していかな
きゃいけないという、結構難しい課題です。
　それから、これは点をつないで、上のギターの絵を、下に写す
ものなんですが、大阪市のある中学校で全生徒にやっていただ
いたんですけれど、普通学級でやはり15％ぐらいが描けないんで
すね。受験を控えた子たちが、こんなものを描けない子がやはり
15％ぐらいいたということが分かりました。次の２つのこんな簡単
な絵も（下の□の点をつないで）やはり写せない子が通常学級
にいるんだということです。
　あと、この課題は、下の□の中にある10組の点を見つけて、
立方体を見つける課題です。その横にある課題は同じ絵が（８枚
のうち）２枚あるんですが、それがどれかを見つけたり。その他
にも、上にスタンプがあって、これを押したら、下のどれになる
かを見つけるものもあります。それから、次の課題は「物語つくり」
というもので、６枚のばらばらにある絵をストーリー順に並び替え
るといった課題です。これは「順位決定戦」とう課題です。イヌ
とウシが競争したらイヌの方が速かった。ウサギとイヌが競争した
らウサギの方が速かった。これで１位、２位、３位の順位を考え
るんですね。

〈課題〉想像する：「心で回転」
　それから折り紙を２回折って、どこかにパンチで穴を開けて、
開いたらどれになるかを想像する。この辺は見えないものを想像
するところの力を養っています。
　これは最後の課題（『想像する』「心で回転」）ですけれど、あ
なたから見たらこう見えるけれど、ウシさんから見たらどう見える
か。ウサギさんから見たらどう見えるかっていうところで、相手の
立場に立って考えるというところ。相手の視点で考えるという練
習ですね。
　これはまだエビデンスはないんですけれど、相手の気持ちを考
えるときに、やはり相手の立場になって、さまざまな相手から見
たらどう見えるのか、どう感じるのかというところに、ひょっとし
たらこれは使えるんじゃないかなと思っています。

認知機能トレーニングの効果は
　ここからは効果検証なんですけれど。30人弱で、トレーニング
をした子としなかった子で効果を調べてみたんですけれど、少し
人数が減っているのは、途中で（少年院を）退院した子などがい
て、それぞれ20人前後になるんですけれど。
　トレーニングした子とトレーニングしなかった子。実線がトレー
ニングした子です。これはＩＱ相当のDN-CASという検査なんで
すけれど、60弱ぐらいだった子が、トレーニングをした子だけで

20ぐらい伸びていて、その効果が３カ月たっても持続していたとい
うことなんですね。トレーニングしていない子は、60弱のままだっ
たということですね。このようにトレーニングした子はすごい変化
が得られています。
　これは「face discrimination」といった、表情認知なんですね。
28種類の表情を見せて、怒っているとか、笑っているとか、どん
な表情か、気持ちかを当てていく、そういうテストなんですけれど、
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トレーニングを受けた子が有意に表情が読めるようになっている。
これは明らかに社会性の向上にもつながっているんじゃないかな
と思っています。相手の表情が読めるということ自体が社会性の
一つですので、そういうところにもつながっていく可能性が十分あ
るかなと感じています。
　次に立体図ですが、このような平面的な立体図しか描けなかっ
た子が、立体図が描けるようになったり。Reyの図ですが、この
ようにすごくゆがんで描いていたんですけれど、これが描けるよう
になったりするんですね。自画像。これも最初はこのように宇宙
人のような絵だったんですが、ここまでしっかり（人間を）描ける
までになっています。自分がもう全く別人に見えていますね。ここ
まで見たら、あんな難しい検査をしなくても、この絵を描かせた
だけで、（絵の）中身が変わったというのがよく実感していただけ
るかと思います。
　この絵（人間の絵）を本人に見せたら、「本当にこれ、僕が描
いたんですか」っていうふうに、本人自身もびっくりしていました。
こんな宇宙人みたいだった絵が、こんなにキリッとした人間（の絵）
になったという感じです。２つの絵を比べてくだい。全然違います
よね。こういうところにいろいろな変化が出てくるのかと思います。
　それで、いままでで一番伸びた子なんですけれども。（少年院に）
入ったとき、ＩＱが50前後ぐらいだった子がいたんですね。50前
後ぐらいといったら、中程度の知的障害に近いので、もう疎通性

（意思疎通）がかなり悪いんですよ。こちらが伝えても、何かぽ
かんとして、右か左に抜けていくような子で。この子はちょっと難
しいなって思っていたんですね。施設で暴力を振るって少年院に
来たんですけれど。
　でもその子が、たまたまコグトレで空きができて、少しその子
をコグトレに入れたんですね。そうしたらコグトレの食いつきがす
ごくよくて、どんどん、どんどん課題をこなしてですね。それで４

カ月のトレーニングが終わった後には、なんとＩＱ相当の検査で
90まで上がりましてね。50が90まで上がったんですよ。これで療
育手帳が取れなくなったんです、実は。
　これは果たして本人にとっていいことか悪いことか分からない
んですけれども。これはある意味、知的障害が治ったと言ってい
いのか、これも分からないんですけれども。これね、治ったって言っ
たら大問題、また大きな問題になりそうなので。でも、少なくと
も療育手帳が取れなくなって、障害認定されなくなったんですね。
ＩＱ50の子がこんなに変わるのかということで、私も信じられな
かったんですけれど、やはり現実にこのようなことが何人か起き
ているんですね。
　確かに非行の子たちというのは、もう虐待とかを受けていて、
家庭環境がすごくよくないので、環境要因というのがすごくあると
思うんですね。ただ、もしＩＱ50のまま、この子ね、ＩＱ50だか
らコグトレをやらせるのは大変、しんどいだけだなと、もしやら
せなかったら、私がその子の障害をつくり出していたなと思うんで
すよ。
　われわれも本当に気を付けなきゃいけないなと思うのは、こ
の子にコグトレをやらせてもどうせ無理だろうなと思ってやらせな
かったら、障害があって、どうせこれをやらせても本人がつらい
だけだから、もっと苦手なところよりも得意なところをやらせた方
がいいんじゃないかなと考え、苦手な子をやらせなかったら、わ
れわれが障害をつくり出しているんじゃないかなと、すごく怖いも
のを感じましてね。だから本当にここは気を付けなきゃいけない。
　ただ、ひたすら計算とか漢字ドリルをやらせるんじゃなくて、「点
つなぎ」とかの課題をやらし、本当に本人の認知の弱いところを
いかに伸ばしてあげるかによって、本当に変わる可能性がありま
すので、これは私が大きく学んだことですね。

学校現場でのコグトレ実践例と効果
　最後に、じゃあ学校ではどうしているかっていうところをご紹介
して終わりたいと思います。学校現場でのコグトレの例ですね。
　これはもう全国の学校で、いろいろなところで（コグトレの課
題を）いま使っていただいています。マスコミの取材もいろいろ
来ています。
　

これはある山口の学校でやったものです。「最初とポン」（覚える
コグトレ）という課題の誤答数の推移を示すグラフです。この課
題をクラス全体でやったんですね。個別じゃなくて。そうしたら、（気
になる子どもたちの）誤答率の平均値が、コグトレの回数を追う
ごとにどんどん、どんどん下がり、間違いが少なくなっていったん
です。
　それから、これは「記号さがし」、正三角形を数えるという課
題の誤答数の推移を示したグラフなんですけれど、実線が気にな
る子どもたち。おそらく境界域の子どもたちで、いろいろな先生
方が、ちょっとこの子は気になると言われた子です。たぶん境界
知能以下の子たちだと思います。この点線が通常クラスです。ク
ラス全員から気になる子どもたちを引いた９人。これが全クラス
の、気になる子以外のクラス全員の子たちの平均値なんですけ 
れど。
　クラス全体（クラス全員－気になる子どもたち９名）では誤答
数ってそんなに変わらないんですね。10回やっても。ただ、気
になる子たち９名を見ると、やはり最初は誤答数が多いんですよ。
ただ、これを繰り返しおこなうと、だんだん、だんだん誤答数が減っ
てきて、最終的には同じになるんですね。これが一番コグトレの
意義じゃないかなと思います。
　要はこういう苦手なところを持っている子たちが、同じようにト
レーニングをすることで、通常の子たちに追いつくというところな
んですね。ここがもう一番のコグトレの効果じゃないかなというふ
うに感じています。
　これは大阪の小学校１年生を対象にトレーニング（「記号さがし」

「形さがし」「順位決定戦」）をやったときのものなんですけれど、
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まず「記号さがし」の点数の推移ですが、青の実線がクラス全員
です。点数は２点満点なんですが、（グラフのとおり）数カ月かけ
てトレーニングしたんですけれども、全体は開始前と開始後でそ
んなに点数は変わらないですね。「形さがし」も、開始前よりは
少し点数が上がっているぐらいです。
　でも、この境界域の子たち。気になる子。下位15％の子たち
ですね。やはり最初はよくないんですよ。ただ、トレーニングを同
じようにすることで、通常の子たちに追いつくというところなんで
すね。「順位決定戦」の点数の推移を見ると、境界域の子の開始
後の点数が、クラス全員の点数を超えていますが、これは誤差な
んでね。決して追い越しているわけではないと思うんですけれど、
境界域の子が、クラス全員の点数にだいたい追いついてくるとい
ところで。これが学校全体でトレーニングをしていく意義かなと思
います。
　これはReyの図ですね。これはまた違った子の絵ですけれども、
コグトレ前はこのような状態で、コグトレ開始９カ月後で、ここま
で絵が変わりました。コグトレ開始の状態で社会に出すのと、コ
グトレ開始９カ月後の状態で社会に出すのと。いかがですか。彼
の人生にとってめちゃめちゃ大きいと思うんですよ。
　私の中では、やはり学習支援というのが一番大きいと思うんで
す。子どもたちも、何だかんだ言って、最終的に自分の頭で考えて、
自分で判断しなきゃいけない。考える力をいかに本人に付けさせ
るかというところが一番大事だと思っています。そのために勉強、
学習力というのは一番の支援かなと私自身は感じています。です
ので、この状態（コグトレ開始９カ月の状態）でいかに社会に出
してあげるかというのが、われわれ教育者の本当に使命かなと思
いますね。
　正しいことを教えるんじゃないんですよ。もちろん必要なんです
けれど。自分で考える力を付けさせるというところ。これが一番
大事かなと。われわれ大人がいくら言っても、本人が納得しなかっ
たら絶対に身に付かないし。自分で考えたことは、自分で身に付
けて、力になっていくと思いますけれど、やはりそういう力を付け
させる。そこが一番大事かなと思いますね。
　これは『かんさい熱視線』というNHKの番組で紹介されたもの
なんですけれど。この番組では、約３割の（通級の）子どもが通
常授業に戻れたことが取り上げられています。もう通級に戻らな
いで、通常学級で一緒にやっていけるようになったことが紹介さ
れています。

　これらはコグトレの本なんですが、宣伝になって誠に申し訳な
いんですけれど、具体的にどれかと言われたら、この黄色の「コ
グトレ認知機能強化トレーニング」という本で、これが標準的な
もので、少し難しいんですけれど。次の「やさしいコグトレ」とい
う本ですが、これは小学校低学年向けのものです。その次の「もっ
とやさしいコグトレ」は、幼稚園の子たち向けですね。最初の本
は高校生ぐらいまで使えます。結構難しいです。「コグトレパズル」
はイラストもあって、もう少し使いやすいもので、これ１冊で凝縮
されているようなものです。
　それから最後に、なかなか授業の中で先ほど紹介した本は使
えないということで、授業中に使えるコンテンツを作ってほしい
という要望がいろいろありまして、漢字を使ったコグトレや英語
を使ったコグトレがあります。いまは、大人向けの（コグトレの）
本はないのかって言われまして、漢字を使いながら、漢字の練
習をしながら、かつ認知も鍛えられるというこの本、『１日５分で
認知機能を鍛える！ 大人の漢字コグトレ』を最近作りましたので。
コグトレの理論については、この辺をご参考にしていただければ
と思います。
　では、最後に、子どもたち自身はどう思っているのかというと
ころを。これは子どもの気持ち（日常の悩み）をご紹介するムー
ビーがありますので、これをご紹介して終わりたいと思います。

ドキュメント番組で自閉症スペクトラム障害の傾向がある子たち
のインタビュー動画を上映

　いかがですかね。もう子どもたちね、勉強できない子とか、ちょっ
と頭がよくない子が、もう何も分かってないという感じでね、この
子は頭がちょっとぼうっとしているから、何も分かっていない、感
じていないだろうじゃないんですよ。自尊心は同じなんですよ。
本当に傷ついているんですね。こういうインタビューがなかったら、
本当の子どもの本心って聞けないですね。勉強ができないことで
本人は本当に苦しんでいるということがよく分かります。
　ですので、一番の支援は、やはり学習面の支援というのが本当
に大事かなと私は思っております。こういう子たちに気を使わせ
ない。自分は頭が悪いから。自分は駄目だと思う。そういう気を
使わせないようにするのが、われわれ大人の使命じゃないかなと
いうふうに感じております。

おわりに
　まとめなんですけれども、子どもの支援ということで、３方向、
社会面・認知面・身体面からの子どもの理解。理解はしたけれ
ど、「じゃあどうするの？」。ここの「じゃあどうするの？」というと
ころが本当になくて。そこがコグトレ。
　よく、大人が変われば子どもは変わるって言いますけれど、私
は逆だと思います。子どもが変わる。こうやったら子どもはこん
なに変わるんだ。じゃあ大人も頑張ってみようかというところで、
子どもが変わるから支援者も変われるんじゃないかなというふう
に思っています。
　本当にこれで最後ですけれど、COG-TR学会をこの４月に発足
しました。こういうところを一緒に、皆さんで学んでいければとい
うところで、「コグトレ学会」で検索していただきましたら出てき
ますので、これもぜひご参考にしてください。
　では、時間が来ましたので、終わらせていただきたいと思いま
す。どうもありがとうございました。

（講演終了）
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2021年12月11日　第11回矯正・保護ネットワーク講演会参加申込書

お名前

フリガナ

ご住所

電話番号 FAX番号

メールアドレス

男 ・ 女

当てはまるものに○をしてください。

ご所属・ご職業
（差し支えなければ）

〒

性 

別
年 

令
10代 20代 30代 40代
50代 60代 70代以上

075–645–2632

参加をご希望される方は、事前にお申込みが必要です。
インターネットから
①矯正・保護総合センターホームページ（https://rcrc.ryukoku.ac.jp/） 
　の「講演会等のお申込み・資料請求」ボタンをクリックしてください。
②「お申し込みフォーム」の必要事項（名前・住所・メールアドレスなど）を入力し、
　内容確認後、送信ボタンをクリックしてください。
　登録されたメールアドレスに受付完了メールを返信いたします。

FAXから
以下の参加申込書に必要事項をご記入の上、送信してください。

参加お申込み

お問い合わせ

龍谷大学 矯正・保護総合センター
TEL：075-645-2040　FAX：075-645-2632
〒612-8577  京都市伏見区深草塚本町67　至心館１階内
https://rcrc.ryukoku.ac.jp/
E-mail: kyosei-hogo@ad.ryukoku.ac.jp
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新着情報

第11回 矯正・保護ネットワーク講演会開催案内
主催：龍谷大学矯正・保護総合センター

テーマ

2021年12月11日（土） 龍谷大学 響
きょうと

都ホール 校友会館
（京都市南区東九条西山王町31 アバンティ９階）

JR京都駅八条東口より徒歩約１分13：30～15：00（開場 12：30～）

■講演

＞プロフィール

＞プロフィール

1964年高知県生まれ。
1993年に芸能界デビューし、映画やドラマ、バラエティに多数出演する。
2016年６月24日覚せい剤と大麻使用の容疑で逮捕。執行猶予判決を受ける。
2019年３月より依存症問題の啓発活動を始める。
2020年５月Twitterドラマ「～ミセスロスト～インタベンショニストアヤメ」で俳優復帰。
2020年９月自叙伝「生き直す～私は一人ではない～」刊行

国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所　薬物依存研究部　研究生。
祖父、父、夫がギャンブル依存症者という三代目ギャンブラーの妻であり自身もギャンブル依存症と買い
物依存症から回復した経験を持つ。2018年12月にはローマ教皇が主催した「依存症問題の国際会議」
に招聘され、「日本のギャンブル依存症問題」について講演した。
著書「三代目ギャン妻の物語」「ギャンブル依存症」「家族のためのギャンブル問題完全対応マニュアル」

高
たか

知
ち

 東
の ぼ る

生 氏（俳優）

田
た

中
なか

 紀
のり

子
こ

 氏（公益社団法人 ギャンブル依存症問題を考える会 代表）

■対談 高知 東生 氏×田中 紀子 氏〈進行役兼ねる〉

参加費無料
要事前申込

先着150名様
※新型コロナウイルス感染予防のため今年度も
　参加人数を150名に限定させていただきます。

生き直す
～薬物依存症からの回復～

至新大阪 至名古屋

竹
田
街

八条通

塩小路通

道
Nアバンティ9階

龍谷大学
響都ホール 校友会館

京都駅

京都タワー

地
下
道

駿台予備学校

高倉塩小路

八条東口
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「矯正実務研究プロジェクト」の研究活動について
　2010年４月、龍谷大学矯正・保護総合センターは発足しま
した。それは、1977年に開設された日本初の刑事政策に特
化した教育プログラムである「矯正・保護課程」における教
育活動と、2002年に文部科学省私立大学学術研究高度化推
進事業（AFC）として採択された「矯正・保護研究センター」
における研究活動、さらに両者がそれまで担ってきた社会貢献
活動を統合し、この分野での研究・教育・社会貢献を総合的
に推進させる試みです。
　矯正・保護総合センターでは、行刑や更生保護の実情につ
いての理解を深めるためのネットワーク作りを重要な課題とし
て位置づけています。それ故、矯正職員や元矯正職員、教誨
師、篤志面接委員、保護司のほか、薬物依存者の自助グルー
プ、受刑者の就労支援など更生・保護支援のための、また、
犯罪被害者支援を行う民間団体、さらに、刑事施設視察委員
会、更生保護会、防犯協会、そして、報道機関等、矯正・保
護に多様な角度から直接・間接に関与する方々の意見交換や
研修を、研究者を交えて大学という場で実施する企画を積極
的に進めています。矯正・保護の領域においては、これまで
実務と研究との間には、いわば不幸な乖離がみられましたが、
両者の間の従来の関係は、こうした作業を通じて大きく転換す
るはずです。
　というのも、現場の実務家は、その職業意識が高ければ高
いほど、時に現場の日々の苦境も知らずに実務の矛盾を論

あげつら

う
研究者の批判を深く蔑んで、本来なされるべき対話を避ける傾
向がみられます。政府等の政策審議の場では、名が知られて
いても専門の異なる研究者を重用し、形だけの会議をへて現
状追認を基調とする実務の意向を追認させる例が珍しくありま

せん。他方で、研究者の方も、実務家が直面する現場の苦渋
にまで思いを至らせずに、むしろ、批判を避けるために行政の
無謬性だけを無造作に語る「嘘」に辟易として、実務への不
信感だけを募らせる嫌いがあります。
　総合センターの構想は、そうした悪循環を断ち、実務と研
究の新しく、建設的な、そして、「先生」を集めた東京の会議
とはまったく異なる、実務と研究の協力関係を作り上げるため
の格好の場を創造することを目的としています。矯正・保護の
実情と課題にそれぞれに関心を持ちながらも、これまで立場
を異にし、公には同じ席に着けなかった前述の様々な「現場」
の人々を集め、この問題領域における真剣で、内容のある、
だからこそ各々の職業意識と相互理解を深め、結果として「現
場」に確実な影響を及ぼす議論の場を組織することこそ矯正・
保護総合センターの使命と考えています。
　「矯正実務研究プロジェクト」は、こうした試みの嚆矢とい
えます。このプロジェクトでは、年二回の定例会に刑務官、法
務教官、保護観察官といった矯正・保護分野で働く龍谷大学
卒業生の現職、OB・OGで構成する同窓会職域支部のメンバー
を多数集め（残念ながら、この一年はコロナ禍のなかでこの
会合を実施できませんでしたが）、それぞれの職場の実情と課
題について、矯正・保護課程の講師やセンターの研究者を交
えて、定期的に意見交換と研修の場を設けています。他では
得られぬ相互理解を通じての有形・無形の成果がこのプロジェ
クトから生み出されています。

矯正実務研究プロジェクト代表　　　　　
赤池　一将（龍谷大学法学部教授）

2021年度 矯正・保護総合センター研究プロジェクト

矯正実務研究ＰＪ
矯正実務（ぎんなん会・桐友会）

宗教教誨

新時代の犯罪学創生ＰＪ

（犯罪学研究センターの
 研究と連携）

犯罪と人間

犯罪と社会

犯罪と科学

團藤文庫研究團藤ＰＪ

刑事弁護

法情報・法教育

法科学

大逆事件研究

APS（アフター・プリズン・サポート）

刑事司法未来ＰＪ

刑事立法ＰＪ

矯正・保護立法の現状

犯罪者処遇と市民社会

地域社会と更生保護

改正監獄法と実務の変化

現代社会における刑罰の機能

異文化と刑法に関する研究

ヘイトクライム研究

刑罰理論研究ＰＪ

犯罪・非行調査

高齢犯罪者の処遇

少年司法の課題

実証研究ＰＪ

研究活動紹介
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● 京阪「龍谷大前深草駅」下車徒歩約8分
● JR奈良線「稲荷駅」下車徒歩約13分
● 京都市営地下鉄烏丸線「くいな橋駅」下車徒歩約5分
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